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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　横長長尺状の本体ローラーカバー（１）の内側に縦長で断面を内側に椀状態にさせた突
起ローラーカバー（３）を複数設け、各突起ローラーカバー（３）の内側に複数の突起を
有する突起ローラー（２）を取り付け、該本体ローラーカバー（１）の両側に長さを調節
できる位置調整ベルト（６）を介して円環状の腕ベルト（５）を取り付け、該腕ベルト（
５）はどの部位でも取り付け可能となるように該腕ベルトに面ファスナーを設け、突起ロ
ーラー（２）を腹部に当てた状態で該腕ベルト（５）を両腕に巻着し、以てウォーキング
時・ジョギング時・歩行運動器具使用時に左右の腕を前後に振ることにより本体ローラー
カバー（１）が左右に往復し、それによって腹部に接触している突起ローラー（２）が回
転し腹部の脂肪を刺激マッサージするようにしたことを特徴とするウエストマッサージ器
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は本体ローラーカバーに連結してある両腕の腕ベルトをとおして腕の前後動作に
より突起ローラーを回転させ腹部の脂肪をマッサージするウエストマッサージ器である。
【背景技術】
【０００２】
　従来、片手で突起のあるローラーを持って腹部の脂肪に押し付けながら回転させたり、
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両手で紐・ベルト状体、あるいは棒状の持ち手を引っ張りながらローラーを腹部に押し付
けて回転させ、マッサージをしていた。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　そのために、次のような問題点があった。
（１）手で持って押し付けながらローラーを回転させる方法では動作が大変で疲れるため
長い時間はできず十分なマッサージができない。
（２）手に持つ方法では単純な往復動作のため飽きてしまい腹部のマッサージのためだけ
に時間を費やすのは難しい。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記課題を解決するために、本発明は、布状の本体ローラーカバーに突起のあるローラ
ーを取り付けその両端に腕に装着するための腕ベルトを設けたウエストマッサージ器を提
供する。
　すなわち、本発明は、横長長尺状の本体ローラーカバー（１）の内側に縦長で断面を内
側に椀状態にさせた突起ローラーカバー（３）を複数設け、各突起ローラーカバー（３）
の内側に複数の突起を有する突起ローラー（２）を取り付け、該本体ローラーカバー（１
）の両側に長さを調節できる位置調整ベルト（６）を介して円環状の腕ベルト（５）を取
り付け、該腕ベルト（５）はどの部位でも取り付け可能となるように該腕ベルトに面ファ
スナーを設け、突起ローラー（２）を腹部に当てた状態で該腕ベルト（５）を両腕に巻着
し、以てウォーキング時・ジョギング時・歩行運動器具使用時に左右の腕を前後に振るこ
とにより本体ローラーカバー（１）が左右に往復し、それによって腹部に接触している突
起ローラー（２）が回転し腹部の脂肪を刺激マッサージするようにしたことを特徴とする
ウエストマッサージ器を提供するものである。
【発明の効果】
【０００５】
　本発明は両腕に装着した腕ベルトにより突起ローラーが腕を前後動作することにより、
手で持って押し付けながらローラーを回転させる動作をしなくても、ウォーキング時・ジ
ョギング時・歩行運動器具等使用時に使用できるため、手が疲れたり飽きてしまうという
ことはなく十分なマッサージを継続的に行なうことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
以下、本発明の実施の形態について説明する。
（イ）布状、ゴム、皮革類、ベルト状の本体ローラーカバー（１）にマッサージ器具の突
起ローラー（２）を取り付け、またローラーカバー（１）に変わる紐状体の場合にもマッ
サージ器具の球形ローラー（１４）を取り付ける。
（ロ）本体ローラーカバー（１）の両側に長さを調節できるベルト状体等の位置調整ベル
ト（６）を取り付ける。
（ハ）位置調整ベルト（６）の両側に腕に装着するためのベルト状体の腕ベルト（５）を
面ファスナー（４）にて取り付ける。
（ニ）腕ベルト（５）を腕に固定するため、または取り外しがしやすいように面ファスナ
ー（４）を設ける。
本発明は、以上の構成でなっている。
本発明を使用するときは本体ローラーカバー（１）の両端にある腕ベルト（５）の一方を
前腕後部または上腕前部にまきつけ面ファスナー（４）にて装着する。突起ローラー（２
）を腹部に当てながら、もう一方の腕ベルト（５）を前腕後部または上腕前部に巻きつけ
面ファスナー（４）にて装着する。左右の腕を前後あるいは後方に引く事で本体ローラー
カバー（１）が腹部に接触する。この時だぶついたり左右の腕の間隔が近すぎる場合には
位置調整ベルト（６）と調整具（７）にて長さを調節して腹部に密着できるようにする。
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ウォーキング時・ジョギング時・歩行運動器具等使用時に左右の腕を前後に振ることによ
り本体ローラーカバー（１）が左右に往復し、それによって腹部に接触している突起ロー
ラー（２）が回転し腹部の脂肪を刺激マッサージすることができる。
［参考例１］
図３に示すように布状、ゴム、皮革類、ベルト状の本体ローラーカバー（１）にくらべ突
起ローラー（２）がプラスチック等の素材である一体化ローラーカバー（１０）に固定さ
れているため回転しやすく腹部に押し当てやすいようにすべての突起ローラー（２）を一
体化ローラーカバー（１０）に取り付けた形態を用いてもよい。
［参考例２］
図４に示す様にローラーが回転しやすいように突起ローラーに替えて全方向に可動するロ
ールマッサージ器（１１）とすることができる。
［参考例３］
図５に示すように本体ローラーカバー（１）をウエスト全体に効果が出るように腹巻状の
ウエストベルト（１２）として突起ローラー（２）を前後左右に装着できる形態とするこ
ともできる。
［参考例４］
図６に示す様に本体ローラーカバー（１）・突起ローラー（２）を腹部に密着しやすいよ
うに、また持ち運びや保管しやすいように球形ローラー用軸（１５）に紐状体（１３）を
等間隔に連結する形態とすることもできる。
［参考例５］
図７に示すように突起ローラー（２）がまんべんなくウエストを刺激マッサージできるよ
うにキャタピラ状の平面板に突起を設けた形態を用いてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】　本発明の斜視図
【図２】　本発明の斜視図
【図３】　本発明の一例を示した図
【図４】　本発明の一例を示した図
【図５】　本発明の一例を示した図
【図６】　本発明の一例を示した図
【図７】　本発明の一例を示した図
【図８】　本発明の使用状態を示す斜視図
【図９】　本発明の使用状態を示す斜視図
【符号の説明】
【０００８】
　１　本体ローラーカバー
　２　突起ローラー
　３　突起ローラーカバー
　４　面ファスナー
　５　腕ベルト
　６　位置調整ベルト
　７　調整具
　８　留め具（小）
　９　留め具（大）
１０　一体化ローラーカバー
１１　ロールマッサージ器
１２　ウエストベルト
１３　紐状体
１４　球形ローラー
１５　球形ローラー用軸
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１６　変形ローラー軸
１７　キャタピラ状指圧具

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図６】

【図７】

【図８】 【図９】
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